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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第１四半期累計期間
第38期

第１四半期累計期間
第37期

会計期間
自 平成25年１月１日

至 平成25年３月31日

自 平成26年１月１日

至 平成26年３月31日

自 平成25年１月１日

至 平成25年12月31日

売上高 （千円） 2,686,873 2,932,553 13,377,126

経常利益 （千円） 544,595 418,484 2,562,961

四半期（当期）純利益 （千円） 316,213 247,068 1,460,868

持分法を適用した
場合の投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 1,491,350 1,491,350 1,491,350

発行済株式総数 （株） 22,975,189 22,975,189 22,975,189

純資産額 （千円） 9,622,821 10,487,890 10,643,826

総資産額 （千円） 12,585,749 13,312,256 13,710,427

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 13.77 10.76 63.63

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 23.00

自己資本比率 （％） 76.5 78.8 77.6
 

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移

については記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記

載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要

な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導による金融緩和政策や消費増税に備えた各種経済政策を背

景に、企業収益の改善や雇用情勢の持ち直しなど緩やかな景気回復の動きが見られました。一方、海外経済は、緩や

かな回復を見せるものの、アメリカの金融政策の行方、欧州政府債務問題、ウクライナ情勢等の地政学的リスクの高

まりなど、引き続き先行きは不透明な状況で推移しております。

自動車業界におきましては、小型・ハイブリッドの低燃費車並びに軽自動車が消費者からの根強い支持を集めてお

ります。新車販売台数に関しましては、アベノミクスによる資産効果や４月からの消費増税前の駆け込み需要などか

ら自動車・軽自動車ともに前年同期比増となりましたが、先行きについては増税後の反動減が見込まれ、個人消費の

不確実性や景気腰折れの懸念など、厳しい経営環境が継続しております。

このような市場環境の下、自動車用潤滑油の販売面では、当社の強みである環境配慮型の低粘度・省燃費のプレミ

アムオイル、並びにオートマチックミッション用オイルの拡販に引き続き焦点を当て、高付加価値商品の構成比向上

を図ってまいりました。また、昨年カーショップチャネルに導入した新製品エンジンシャンプーの販売をカーディー

ラーにも拡げ、オイル交換時に、時間をかけずにエンジン内洗浄が手軽に行えるという特長により、エンジンオイル

関連製品への拡販も図りました。

この結果、当第１四半期累計期間における売上高は2,932百万円（前年同四半期比9.1％増）、営業利益は407百万円

（同25.4％減）、経常利益は418百万円（同23.2％減）、四半期純利益は247百万円（同21.9％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、12,541百万円（前事業年度末は12,898百万円）となり、357

百万円減少いたしました。これは、主に受取手形及び売掛金（1,031百万円の減少）、商品及び製品（433百万円の

増加）、短期貸付金（98百万円の増加）及び未収入金（78百万円の増加）によるものです。（なお、貸付金の内容

は、BPグループのインハウス・バンクを運営しているビーピー・インターナショナル・リミテッドに対するもので

あります。）

(固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、770百万円(前事業年度末は811百万円）となり、40百万円減

少いたしました。これは、主に有形固定資産（15百万円の減少）及び投資その他の資産（19百万円の減少）による

ものです。
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(流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,734百万円（前事業年度末は2,976百万円）となり、241百

万円減少いたしました。これは、主に未払金（203百万円の減少）、未払費用（97百万円の増加）及び未払法人税等

（187百万円の減少）によるものです。

(固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、89百万円（前事業年度末は90百万円）となり、０百万円減

少いたしました。

(純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、10,487百万円（前事業年度末は10,643百万円）となり、155百

万円減少いたしました。これは、主に利益剰余金が四半期純利益により247百万円増加し、剰余金の配当により401

百万円減少したことによるものです。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,000,000

計 118,000,000
 

 
② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)

(平成26年３月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年５月15日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 22,975,189 22,975,189
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、株主
として権利内容に制限のな
い、標準となる株式。

単元株式数  100株

計 22,975,189 22,975,189 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成26年１月１日～

平成26年３月31日
― 22,975,189 ― 1,491,350 ― 1,749,600

 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 17,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,950,900 229,509 －

単元未満株式 普通株式 7,289 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  22,975,189 － －

総株主の議決権 － 229,509 －
 

(注) １  「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２  「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄は、証券保管振替機構名義の株式が、それぞれ

14,000株及び80株含まれております。なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係

る議決権の数140個が含まれております。

３  「単元未満株式」欄は、当社所有の自己株式が46株含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

ビーピー・カストロール
株式会社

東京都品川区大崎一丁目
11番２号ゲートシティ大
崎イーストタワー

 
17,000

 
－

 
17,000

 
0.07

計 － 17,000 － 17,000 0.07
 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年１月１日から平成26年

３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年１月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３ 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  ①  資産基準                   0.0 ％

  ②  売上高基準                  ― ％

  ③  利益基準                 △0.0 ％

  ④  利益剰余金基準             0.0 ％

  ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 93,553 112,690

  受取手形及び売掛金 2,964,364 1,933,275

  商品及び製品 574,869 1,007,941

  原材料及び貯蔵品 33,153 35,787

  前払費用 29,706 70,300

  繰延税金資産 315,997 315,997

  短期貸付金 8,407,317 8,505,908

  未収入金 470,224 548,700

  その他 9,669 10,923

  流動資産合計 12,898,855 12,541,524

 固定資産   

  有形固定資産 368,825 353,520

  無形固定資産 108,267 102,508

  投資その他の資産 334,479 314,703

  固定資産合計 811,571 770,732

 資産合計 13,710,427 13,312,256

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 989,076 1,057,392

  未払金 899,617 696,322

  未払費用 561,573 659,010

  未払法人税等 368,921 181,137

  預り金 10,862 74,440

  賞与引当金 117,004 40,355

  その他 29,063 25,908

  流動負債合計 2,976,118 2,734,567

 固定負債   

  繰延税金負債 62,941 62,256

  受入保証金 27,540 27,542

  固定負債合計 90,482 89,798

 負債合計 3,066,600 2,824,366

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,350 1,491,350

  資本剰余金 1,749,600 1,749,600

  利益剰余金 7,397,640 7,242,942

  自己株式 △6,489 △6,489

  株主資本合計 10,632,101 10,477,402

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 11,724 10,487

  評価・換算差額等合計 11,724 10,487

 純資産合計 10,643,826 10,487,890

負債純資産合計 13,710,427 13,312,256
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 2,686,873 2,932,553

売上原価 1,324,816 1,624,035

売上総利益 1,362,056 1,308,518

販売費及び一般管理費 815,673 901,069

営業利益 546,382 407,448

営業外収益   

 受取利息 6,954 6,734

 受取賃貸料 3,862 1,287

 受取手数料 3,347 3,936

 受取補償金 976 562

 為替差益 － 4,615

 その他 265 399

 営業外収益合計 15,407 17,535

営業外費用   

 売上割引 5,842 6,481

 為替差損 11,350 －

 その他 － 18

 営業外費用合計 17,193 6,499

経常利益 544,595 418,484

特別損失   

 固定資産除却損 103 －

 特別退職金 15,189 －

 特別損失合計 15,293 －

税引前四半期純利益 529,302 418,484

法人税等 213,089 171,415

四半期純利益 316,213 247,068
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用について、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 前第１四半期累計期間
(自  平成25年１月１日

   至  平成25年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自  平成26年１月１日

  至  平成26年３月31日)

減価償却費 36,082千円 44,580千円
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月26日
定時株主総会

普通株式 241,060 10.5 平成24年12月31日 平成25年３月27日 利益剰余金
 

 

２.基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日
定時株主総会

普通株式 401,767 17.5 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金
 

 

２.基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）及び当第１四半期累計期間（自 平成

26年１月１日 至 平成26年３月31日）

当社の事業は、潤滑油の販売並びにこれらに付帯する事業の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成25年１月１日
 至 平成25年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
 至 平成26年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 13円77銭 10円76銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 316,213 247,068

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 316,213 247,068

普通株式の期中平均株式数（株） 22,958,143 22,958,143
 

（注）なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２６年５月１５日

ビーピー・カストロール株式会社

取 締 役 会   御 中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮   入   正   幸   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大   澤   栄   子   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているビーピー・

カストロール株式会社の平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの第３８期事業年度の第１四半期会計期

間(平成２６年１月１日から平成２６年３月３１日まで)及び第１四半期累計期間(平成２６年１月１日から平成２６年３

月３１日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ビーピー・カストロール株式会社の平成２６年３月３１日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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